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【手続補正書】
【提出日】平成22年2月23日(2010.2.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　合成潤滑油を基油とするグリースに添加する基油拡散防止剤であって、下式（２）で表
される化合物である、基油拡散防止剤。

【化１】

　ただし、式（２）中の記号は以下の意味を示す。
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　Ｒｆ：炭素数１～１４のパーフルオロアルキル基またはパーフルオロポリエーテル基。
　Ｘ、Ｙ：単結合または２価の連結基。
　Ｒ１、Ｒ２：それぞれ独立して水素原子、または置換基を有していてもよい１価の有機
残基であり、Ｒ１とＲ２は共同して環を形成してもよい。また、Ｒ１およびＲ２はそれぞ
れＸの一部と共同して環を形成してもよい。
【請求項２】
　前記式（２）が下式（３）で表される、請求項１に記載の基油拡散防止剤。
【化２】

　式（３）中のＲ３およびＲ４は、それぞれ独立して水素原子または置換基を有していて
もよい１価の有機残基である。Ｒｆ、Ｘ、Ｙ、Ｒ１は、前記式（２）と同じ意味を示す。
【請求項３】
　前記Ｘが、－（ＣＨ２）ｍ－（ｍは１～１０の整数）、－ＣＨ（ＯＨ）－、またはこれ
らの組み合わせからなる２価の連結基である、請求項１または２に記載の基油拡散防止剤
。
【請求項４】
　基油拡散防止剤を添加した、合成潤滑油を基油とするグリースであって、
　前記基油拡散防止剤が請求項１ないし３のいずれかに記載の基油拡散防止剤であり、前
記基油拡散防止剤を含むグリースにおける前記基油拡散防止剤の含有率が０．０１～１５
質量％であるグリース。
【請求項５】
　前記合成潤滑油が炭化水素系である請求項４に記載のグリース。
【請求項６】
　前記合成潤滑油がシリコーン系である請求項４に記載のグリース。
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